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1　はじめに
　当消化器内科病棟では診断・治療のため大腿動脈穿
刺による血管造影を受ける患者が多い。その安静時間
は約16時間に及ぶ。血管造影後は、穿刺部の安静の為
に体動が制限され、同一体位を保持することから、姿
勢性腰痛を訴える患者が多い。現状ではこの腰痛に対
しタオル・枕などで安楽な体位の工夫はしているが、
更に予防的な看護介入の必要性があると思われる。過
去において、この腰痛に対し体位変換範囲の拡大や安
静時間の見直しの検討、安楽な用具の工夫などの研究
がなされている。
　そこで今回、設楽ら1）のマットを参考に、受圧面積
や体固を考慮したウォーターマット（以下マットとす
る）を作成した。これが血管造影後の姿勢性腰痛に与
える効果を知り、今後の予防的看護介入へっなげたい
と考える。
II用語の定義
1）安静時間：帰室時から穿刺部圧迫固定の解除時ま
　で。
2）姿勢性腰痛：同一体位を保持することによる腰痛。
3）血管造影：大腿動脈穿刺による腹部血管造影。
皿　目　　的
　血管造影後の安静による姿勢性腰痛に対するウォー
ターマット使用の効果を知る。
IV　研究方法
1）対象：当病棟において血管造影を受けた患者（T
　AE施行者も含む）で事前に承諾を得た者、11名。
2）調査期間：平成10年8月～同年9月
3）調査方法：血管造影終了直後より、マットを患者
　の腰部の湾曲に合わせて敷く。以後マットの使用状
況を看護婦が評価用紙（資料①）に記入する。翌日、
　患者に質問用紙（資料②）を用いて面接を行う。
4）マットの工夫点：①体圧の高い仙骨部の除圧も図
　るため、仙骨部用マットを取り付け、体型により位
置を調整できるようにした。　②マットカバーは保
温性、吸湿性の良いネル地を使用し、プラスチック
製の注入口部分をタオルで保護した。　③体の生理
的湾曲に合わせた水量の調整、長さの延長により受
圧面積を広げた。
5）疹痛の評価：Visual　Analog　Scaleを参考に5
段階の自作のスケールを作成した。（資料③）
V　結　果
1）対象の背景：対象者11名中、経験者1名。また、
腰痛の既往がある者が4名。
2）安静時間：腹部血管造影の所要時間は平均2時間
　（最長3時間、最短1．1時間）、術後の安静時間は
　平均17．9時間（最長21時間、最短16時間）
3）腰背部痛の出現とその程度：腹痛等の為鎮痛薬を
　使用した者は11名玉4名。以下疹痛の評価について
　はこの4名を除く7名について集計する。
　　質問紙によると腰背部痛の出現は6名、うち腰痛
　4名、背部痛2名であった（図②）。痛みの出現時
　間は帰盛時4名、3・6時間後に各1名であり、疹
　痛のピークは3・4・7・10時間後に各1名、16時
　間後2名であった（図③）。疹痛の程度は出現時に
　はスケール2・3が各3名であった。疹痛の最大時
　にはスケール2・3が各1名でスケール4が4名で
　あった。また安静解除後も疹痛が持続していた者は
　5名であり、うちスケール2が4名、スケール3が
　1名であった（図④）。
　　評価用紙より腰痛の経時的変化を図⑤に示した。
　腰痛が出現した者は6名であった。疹痛が集中して
　いたのは5・11・16時間後であった。2・4時間後
　にスケール2が各1名、5・16時間後にはスケール
　2が3名、11・16時間後にスケール3が各1名であ
　つた。
　　次に背部痛の経時的変化を図⑥に示した。背部痛
　が出現した者は2名であり、何れも背部痛は腰痛に
　伴い出現している。うち1名は4～5時間後にスケ
　ール3となり、以降19時間後までスケール2が持続
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　した。また、他の1名は5時間後にスケール2とな
ったが以後消失している。
4）体交：体交回数は2回が3名、4～8回が各1名
であった。体交時間は、4～6時間後に6名、10～
12時間後に4名、16時間後に3名と、この3箇所に
集中していた。つまり、約5時間おきに体交した者
が多い。
5）マットの感想：「腰にフィットして良かった」「背
部痛がマットにより分散するようだ」「冷たさは感じ
ず体温で暖められた」等があった。改良点として
　「横幅が狭い」「マットがずれる」「最初は少し冷
たい」等が挙げられた。
VI考　　察
1）腰背部痛の出現率：腰背部痛出現率は85．7％であ
　つた。富井ら2）によると、マット未使用時の腰背部
　痛出現率は、83．8％であり差は認あられなかった。
　出現率が減少しなかった原因としては、①腰痛の既
　往がある者が4名いた　②対象の人数が少なかった
③対象の約9割は初体験者であったたあ血管造影に
　対する精神的緊張が肉体的緊張につながったことが
　考えられる。
2）疹痛の増強と体交：評価用紙より安静開始から約
　5時間後に腰背部痛増強がみられた。更に11・16時
　間後と約5時間おきに増強がみられ、同時点で体交
　している者も多い。このことより5～6時間が同一
　体位でのマット使用下における除痛のと限界と考え
　られる。福浦ら3）によると、通常では2～3時間お
　きの体交の必要性を示しているが、当研究では4～
　5時間おきに延長されていた。このことは、マット
　使用により体圧が分散されていたものと考え、除圧
　効果があったといえる。
3）疹痛の出現とスケール：帰室時、既に4名が疹痛
　を訴えている。これは腰痛の既往も考慮され得るが、
　術中約2時間の仰臥位静止と手術台の堅さによる影
　響があると思われる。手術台からの移動直後マット
　の感触を肯定する言葉が聞かれた。これは受圧面積
　が広くなり集中していた体圧が分散された為ではな
　いかと考える。
　　疹痛スケールの経過を見るとマット使用中腰背部
　痛が増強するが、安静解除後は緩和傾向にあること
　がわかる。このことから、体圧の分散により血流の
　回復が早く疹痛緩和に向かう要因の一つとなったの
　ではないかと考える。
　　帰室時疹痛は、評価用紙では0名、質問紙では4
名であった。また、他の時間でも看護婦が見たスケ
ールより患者のスケールが全体的に高くなっていた。
これらの不一致に関しては以下の原因が考えられる。
第一に、夜間は睡眠を妨げないよう配慮するたあ看
護婦は疹痛の程度を客観的に見てしまう傾向にある。
よって、その変化が見えにくく、患者のスケールと
一致しなかったと考える。これは、　「痛みは客観的
に評価しにくい」という止痛の定義3）の表れであろ
　う。これより、非言語的徴候に注目し患者の主観を
大切に評価してゆく看護の必要性を改めて感じた。
第二に、質問紙記入が安静解除後の為、時間経過が
あり回想による回答であることも原因としてあげら
れる。疹痛の程度はその時点で評価しなければ意味
がなく、この点においては本研究の調査方法を反省
　したい。
4）患者の感想：5名から腰部のフィット感が良いと
の感想があり、腰部の水を増量するという工夫は有
益であったと思われる。また「少し冷たい」に関し
ては、輸液パックを保温する方法で対処していきた
い。　「横幅が狭い」に関しては、より容量の大きい
輸液パックを使用する等の方法で今後拡張を検討し
ていく。
V旺　まとめ
1）マット使用者と未使用者の腰背部痛出現率に、減
　少は見られなかった。
2）血管造影後は、患者からの訴えはなくとも腰背部
　痛が多く存在した。
3）当マットは通常2～3時間おきの体交の必要性を
　5～6時間おきに延長させており、除圧に効果があ
　つた。
4）マットの形を体の生理的湾曲に合わせるという工
　夫は有益であった。
皿　おわりに
　血管造影初体験者が11話中10名と多く、マット未使
用時との比較はできなかったが、経験者より「前回血
管造影時より楽だった」との感想があり未使用時より
安楽に過ごせていた。今後、経験者への使用によりそ
の効果を明確にしたい。さらに使用方法を工夫し、姿
勢性腰痛緩和への援助の一手段として取り入れていき
たい。
　本研究を行うにあたり、御協力戴きました患者の皆
様に深く感謝致します。
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図①　ウォーターマット
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